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OLED発光材料産業レポート

▪ 本レポートはOLED産業において、最近重要事項として浮上してきている「青色OLED + QDCF」と「BT.2020」規

格に関するパネルメーカーの開発方向について説明している。なお、蛍光・りん光材料と次世代OLED発光材料とし

て注目を集めているSolubleとTADFなどの開発動向と重要事項を取り上げている。

▪ 他にも、材料別に2017年の売上高占有率と今後の市場見通し（2018-2022）を分析し、顧客企業による開発方向性と

事業戦略の策定、投資、トレンド分析などに有効な資料になると予想される。

▪ 今後の展望に関する詳しい内容は、AMOLED Emitting Market Trackを参照することを勧める。
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▪ 青色OLED + QDCFはRGBピクセル構造であるため、WRGB OLEDよりサブピクセル数が25%低く、開口率や解像

度を向上させることができる。

▪ 青色OLED + QDCFには、前面発光構造が採用されると見込まれる。この場合、光が封止方向に放出されるため、

TFTを自由に設計することができ、背面発光に比べて開口率が約70%増加することになる。

▪ なお、色再現率の高いQD材料を活用し、BT.2020を満足させるディスプレイを開発することができる。

▪ Samsung Displayは上記特性を利用し、二つの方法で青色OLED + QDCFを開発することができる。

▪ 第一は、高い開口率を活かして高輝度ディスプレイを開発することである。

▪ 第二は、高輝度の代わりに、8K解像度のディスプレイを開発することである。

ピクセル構造の比較

(b) WRGBピクセル構造(a) RGBピクセル構造

Source: UBI Research

1. OLED発光材料産業における重要事項

1.1 青色OLED + QDCF
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青色共通層（BCL）の構造

3.1 Soluble材料

Soluble赤色材料の性能

Merck

▪ 2015年まではスピンコート方式で製造を行い、Soluble材料の特性を評価したが、
2016年からはスピンコートとインクジェットプリントの二つの方式を基盤に製造した
素子として、材料の特性を評価している。

▪ Merckの優先的な開発目標は、青色共通層（Blue Common Layer、BCL）構造、つ
まり、スーパーハイブリッド構造のSoluble材料を開発することで、最終目標は
Soluble青色材料を開発することである。

▪ 現在、赤色と緑色のドーパントが含まれているSoluble材料とEQEが10%以上となる
青色材料の開発を進めている。

▪ 2017年におけるSoluble赤色材料の効率は、前年比約45%上昇した26.6 cd/Aである。
同年、Soluble緑色材料の場合、効率は前年比28%上昇した87.1 cd/A、寿命は18%向
上した10,000時間である。

Soluble緑色材料の性能 Soluble青色材料の性能
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3. 次世代OLED発光材料の主要メーカー動向
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4.1 2017年OLED発光材料の売上高分析

▪ 2017年OLED発光材料の売上高をホスト・ドーパント・HTL・ETL・その他の材料に分類して分析を行った。その
他材料にはEIL・HIL・aETL（advanced ETL）・HTL Prime（赤・緑・青）・CGL・p型ドーパントなどが含ま
れている。

▪ ホスト材料の売上高が占める割合は総売上高の30.9%で最も高く（その他材料を除く）、次いでドーパント材料の売
上高が占める割合は20.8%となった。

▪ ホスト材料における売上高占有率は、赤色・緑色・青色・黄緑色の順に高く、ドーパント材料における売上高占有
率は、黄緑色・緑色・赤色・青色の順に高い。

▪ その他材料は総売上高の37.5%を占めることが示された。

Source: UBI Research DB

OLED発光材料別売上高占有率

4. 2017年OLED発光材料の売上高占有率分析
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5. OLED発光材料市場の展望

5.1 全体市場

▪ 本レポートの市場調査資料は、材料需要量とガラス面積、発光材料の平均価格に基づいて作成したものである。

▪ 発光材料の価格下落率はパネルメーカーによって異なる値を適用し、リサイクル率は2017年を基準として材料別に

10~30%と仮定した。

▪ OLED発光材料全体市場の規模は、2018年に約13億4,000万米ドルとなり、その後年平均34%で成長が続き、2020年

には43億2,000万米ドルに達すると予想される。

Source: UBI Research DB

発光材料全体市場の展望


